
~ 1 ~ 
 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

主任司祭 盛 克志 

現代は、携帯電話やインターネットなどの文明の利器が登場して、

「待つこと」ができにくい社会になったのではないでしょうか。待つ

ことは単に消極的な意味があるだけなく 積極的・能動的な意味もあ

ります。それは希望に基づくものだからです。 

教会は毎年、主の降誕の日が訪れる前に「待つ」季節、待降節（ア

ドヴェント）４週間の日々を迎えます。この季節のシンボルとして４

つのキャンドルが用意され、毎週一本ずつキャンドルに光が灯され、救い主の到来を告げ知らせてい

ます。１本目は、毎週灯されるので一番短くなり、４本目は最終週のみなので、長く残ります。 

第 1のキャンドルは「預言のキャドル」と呼ばれ「希望」を表しています。 

旧約聖書の預言や、洗礼者ヨハネによる救い主の到来の預言など、イエス・キリストの降誕を期待し、

希望を抱く光です。待降節第１主日に初めて灯されます。今年は 12月 3日です 

第 2のキャンドルは「天使のキャンドル」と呼ばれ「平和」を表しています。 

イエス・キリストの降誕を祝い、天上を覆う天使たちの喜びの歌を表現しています。その平和な調べ

を象徴しています。 

待降節第２主日に灯されます。今年は 12月 10日です。 

 第 3のキャンドルは「羊飼いのキャンドル」と呼ばれ「歓び」を表しています。天使から知らせう

けて、歓び一杯でイエス・キリストのもとへ駆けつけた羊飼いたちを表現しています。待降節第３主

日に灯されます。今年は 12月 17日に灯されます。 

 第 4のキャンドルは「ベツレヘムのキャンドル」と呼ばれは「愛」を表しています。ベツレヘムに

降誕したイエスの象徴「愛」を表すキャンドルです。 

待降節第４主日に灯されます。今年は 12月 24日に灯されます。 

このように希望を持って待ち望み、救い主の誕生を祝うのです。ドイツの

宗教詩人のアンゲルス・シレジウスが次のような詩を主の降誕のために詠

んでいます。 

「キリストが千度ベツレヘムにお生まれになっても、あなたの心の中にお

生まれにならなかったら、あなたの魂は捨てられたままです」と。 

 恵みと喜びに満ちた主の降誕が今年も訪れますように・・・期待して待ちましょう！ 
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「一人ひとりを認め、尊重し、愛する」 

 

谷山教会聖堂タペストリー 

https://catho/
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大天使ガブリエルが告げた言葉

にもあるように、聖マリアは神の恵

みの満ちた方である。また、女性とし

ても、人間としても優しさ、慈悲深

さ、忍耐などをそなえた方である。 

 無原罪の聖母マリアに対する崇敬

は、昔からあった。ピオ 9 世は、

1854 年 12 月 8 日に「聖マリアの

無原罪の宿り」を信仰箇条とした。

「人類の救い主キリスト・イエスの功績を考慮して、処女マ

リアは、全能の神の特別な恩恵と特典によって、その懐胎

の最初の瞬間において、原罪のすべての汚れから前もって

保護されていた」と荘厳に宣言したのである。 

 1858年3月 25日には、フランスのルルドで少女ベルナ

デッタに聖マリアが現われ「わたしは原罪がなくて宿ったも

のである」と言われた。（聖パウロ女子修道会聖人カレンダー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ルチアはキリストに身を献げ

て独身で暮らしたいと望んで

いたが、彼女の異教徒の求婚

者はルチアをうらんで、彼女を

シチリアのシラクサの知事にキ

リスト信者として訴えた。               

当時 は、ディオク     レチアヌス皇帝の激しい迫害

時代であった。裁判官は、ルチアを売春宿に閉じ込める

よう命じたが、彼女はおとめの名誉を守ったので、今度

は、火で焼き殺そうとした。しかし、火も煙も彼女には何

の危害も加えなかった。最後に、ルチアは剣でのどを貫

かれて殉教した。 

 伝説によると、彼女は自分を醜くしたいと望んで自分

の眼をつぶしたが、それは、奇跡的に元通りになった。

眼の病気を治す奇跡でルチアが有名になったのはこの

理由からである。  （中央出版社・聖者カレンダー より） 

 

12月 13日 聖ルチアおとめ殉教者  

記念日 
？～304年 

12月 8日 無原罪の聖マリア 祭日 

待降節 

11月 26日は、王であるキリストの祭日で

す。宇宙万物の王であり、その王であるキ

リストが、再び来られるのを希望のうちに

待つ、という意味があります。こうして典

礼サイクルの一年が終り、次週（12 月 3

日）から新しい年、待降節が始まります。 

（聖心女子大学「聖心歳時記」より）  

待降節の間、静かに温かく、心から 

イエスキリストの誕生をお待ち致しま

しょう。 

12月 25日 祭日 主の降誕 

クリスマスの精神は、贈り物です。「人にしてもらいたい

と思う事は何でも、あなたがたも人にしなさい。これこ

そ律法と予言者である。」 マタイによる福音書 7：12 

2023年 11月 5日（日）  

コロナ禍で中断されていた

久々のバ ザ ー 

不安の中、開催されましたが 

～楽しかった～良かった～の声 

売上も上々。神様に感謝！ 

2023年 11月 5日（日） 

ウクライナのシスターご来訪 

谷山教会のウクライナ支援に対

し感謝を述べられた。 

11月 3日（金）合葬墓完成祝別式 

 
合葬墓 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     谷山教会 ９班 岩﨑正幸 

 宮津駅で京都丹後鉄道の宮舞線に乗ります。宮津を出て次の栗田駅までの途中に京都暁星高校があります。宮津か

らしばらくは海の近くを通りますが、途中からは山の中という感じ。宮津も舞鶴も海の町なのに意外でした。４０分ほどの

乗車で西舞鶴駅に着。ここはＪＲ西日本の駅に京都丹後鉄道が乗り入れている、という形の駅で、駅舎はとても立派で大

きい。小さな駅に慣れてきただけに、少し戸惑いました。駅を出て地図を見るも、教会は載っておらず、また駅に入って、

観光案内所で教会の位置を尋ねます。舞鶴に教会目当てで訪れる人など誰もいないのでしょう、案内所の方もわからず、

検索していただくことに。まちなか散策マップに教会の位置を書き加えていただきました。歩いても１０分くらいということ

でホッとします。駅から５分ほど歩くと、舞鶴の観光スポットのひとつ、田辺城址の前です。ここは戦国時代、丹後を平定

した細川氏が引退後の住まいとして使われた城のあととか。しかし、予定より１時間近く遅れていたので田辺城址は通過、

一目散に教会へ。城址からほどなく、駅で印をつけていただいたその位置に教会はありました。駅から右へまっすぐ歩い

て到着。一度も曲がりませんでした。こんないい場所に教会が、と思いました。そこは、西舞鶴教会。コロナ禍で京都教区

の教会はどこもミサは中止、教会は錠がかかっていて入れず、だったのですが、西舞鶴教会は開いていました。それもそ

のはず、教会のすぐ道路をはさんで隣がレデンプトール会の修道院だから。聖櫃の前にてお祈り。教会内にあった、大塚

司教様の叙階・着座２５年記念のカードをいただいて教会を出ました。隣の修道

院のチャイムを鳴らします。谷口神父様が応対してくださいました。さて、このレデ

ンプトール会舞鶴修道院は、とても立派な建物。それはかつてこの修道院内に

は、神学院も併設されていたからなのです。神学生の部屋が２階に、そして広い

廊下、立派な聖堂。現在は谷口神父様がお一人で住んでいらっしゃるのですが、

この大きな修道院を維持していくのは大変だなあと思ってしまいました。ほどなく

夕食をいただきます。地元ご出身でもう 7 年になるから来年は必ず移動になるこ

と、明日は、教会でのミサはないけど、ある信者さんの依頼により修道院でミサが

あること、などを伺います。ミサが 9 時からということで、だいぶゆっくりです。早

めにここを立つことができれば、舞鶴市内でぜひ寄りたいところがあったのです

が、それはあきらめざるを得ないなあと思いました。舞鶴には、「聖母の小さな学

校」という３０年前に開校したフリースクール（不登校の生徒などを受け入れる学

校）があり、ぜひ見学したい、と考えていたのですが、残念ながらかないませんで

した。（西舞鶴教会正面、現在の主任は頭島神父様） 
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丹後の教会訪問記（9） 

 

 

谷山カトリック教会の皆様、如何お過ごしでしょうか。いよいよ、典礼的には新年を

迎えて、待降節に入りました。今年は暖冬だということですが、主の降誕の時は雪が降

るのでしょうか。一般的な日本人の感覚では、理想的なクリスマスは雪が降ることにな

っていますよね。でも、実際はこの鹿児島市内ではなかなかお目にかかれない光景だ

と思います。主の降誕も大方の予想を裏切り、立派な屋敷ではなく星降る静かな夜、

家畜小屋での出来事でした。またその知らせもイスラエルの学者や祭司、高貴な人々

ではなく国外の東方の博士、そして羊飼いたちだけに知らされました。正確には受け入

れることができた人々と言ってもよいかもしれません。このように、私たちは自分の望

みや思い込みで、主の知らせを受け取れていない事がないかどうか、待降節の間、自

分の魂を尋ねる必要がありそうです。 

師走の季節、クリスマスが済んだら、次の日は正月の準備となりますが、私たちは降誕

節として主の降誕を味わう時期があることも忘れないようにしたいものですね。 

 

師走の季節、クリスマスが済んだら、次の日は正月の準備となりますが、私たちは降誕節として主の降誕を味わう時

期があることも忘れないようにしたいものですね。 

十主の平安 

ヤコブ・福崎英雄神父 

 



朗読奉仕者 掃除当番 班会

1日 金 6:30

2日 土 19:00 ① 教会

3日 日 6：30＆9：00 ①
4日 月 6:30

5日 火 6:30

6日 水 19:00

7日 木
　　　記念日　　　

　6；30

8日 金
祭日　　　　
6：30

9日 土 19:00 ②③ 教会

10日 日 6：30＆9：00 ②③
11日 月 6:30

12日 火 6:30

13日 水
記念日　　
19；00

14日 木
　　　記念日　　　

6：30

15日 金 6:30

16日 土 19:00 ④ 教会

18日 月 6；30

19日 火 6:30

20日 水 19:00

21日 木 6:30

22日 金 6:30

23日 土 19:00 ➄⑪ 教会

6：30＆9：00

19:00 クリスマス聖夜ミサ

祭日

10:00

26日 火
祝日　　　　
6：30

27日 水
祝日　　　　
6：30
祝日

6:30

29日 金 6:30

30日 土 19:00 ⑥⑦ 教会

祝日

6：30＆9：00

　祭日

10:00 新年ミサ/

2日 火
　　　記念日　　　

6:30

ロザリオの祈り 毎週火曜日　10：00～

待降節第1主日のミサ

④

➄⑪

日中クリスマスミサ

⑥⑦

召命ミサ　　              

朝ミサ

待降節第3主日のミサ

令和5年（2023年）谷山教会12月の予定と祝日表（12月01日～12月31日）

日　　時 典礼と行事

朝ミサ

朝ミサ

朝ミサ

聖アンプロジオ司教教会博士　　　　　　　　　　　　　　　　　
朝ミサ

無原罪の聖マリア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
朝ミサ

待降節第2主日のミサ

待降節第2主日/9：00ミサ後司牧評議会

朝ミサ

朝ミサ

聖ルチアおとめ殉教者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
召命ミサ

聖ヨハネ（十字架の）司教教会博士　　　　　　　　　　　　　　
朝ミサ

初金ミサ

待降節第1主日/9:00ミサ後大掃除　　役員会15：00～

聖バジリオ・聖グレゴリオ（ナジアンズ）司教教会博士　　　　　　　
朝ミサ

幼子殉教者

朝ミサ

聖家族のミサ

聖ヨハネ使徒福音記者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
召命ミサ

ミサ中新成人・七草の祝福

神の母聖マリア　                    　　＊世界平和の日

待降節第3主日　　　　　　　　　　　　　コミチウム13：30～

朝ミサ

召命ミサ　　              

朝ミサ

　　　　

朝ミサ

待降節第４主日のミサ

待降節第4主日　　

聖書と教理－Ⅱ 毎週金曜日　10：00～12：00 12月の講座はありません。

     5，12，19，26日

レジオ・マリエ 毎週水曜日　13：30～ 6，13，20，27日

聖家族ミサ

聖家族

朝ミサ
28日 木

日17日 6：30＆9：00

24日 日

主の降誕

聖ステファノ殉教者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
朝ミサ

1日 月

25日 月

31日 日

今
月
の
行
事
当
番
班
は
4
班
で
す
。

クリスマスイブ

9:00ミサ後 「クリスマス演奏会」 （アルフォンソ合唱団）
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